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１）活動概要 

今回、高知県立大学と国際交流協定を締結している韓国木浦大学校への短期研修を

2019年 8月 22日木曜日から、同年 8月 29日木曜日までの 1週間おこなった。参加学

生は文化学部 2回生が 3人、社会福祉学部 2回生が 1人、文化学部 1回生が 1人、健

康栄養学部 1回生が 2人の計 7人での参加だった。その活動概要を 1日ずつ報告した

いと思う。 

まず、1日目の 8月 22日、私たちは朝の 6時 30分に高知龍馬空港に集合し、7時

35分羽田空港へと飛び立ち、12時 05分羽田国際線空港発の便で 14時 25分にソウル

金浦空港に到着した。そこから空港鉄道に乗り継ぎ、龍山駅に向かい、KTXに乗り継

いで 19時 16分に木浦に到着した。この日は 1日中移動日だったが、参加者に知り合

いが 1人もいなかった私が参加者の学生とたくさん話す機会ができ、研修を始めてい

く前に仲を深めるとても大切な時間だった。木浦についたとき、現地案内のノさん

と、木浦大学の学生の方が温かく迎えてくれた。夕食はチーズタッカルビを食べた。

日本でも何度か食べたことはあったが、やはり現地の方が辛かったことが印象に残っ

ている。 

以上が 1日目の活動報告である。 

2日目、朝 8時に集合し、みんなで大学の近くのアーモンド食堂という場所に朝食

を食べに行った。そのあと韓国での初めての授業を体験した。木浦大学のオ・チョン

ジン先生の講義は、基本英語で進行され、韓国語の仕組みから発音まで細かく丁寧に

教えてもらった。韓国語を英語で習うことによって、英語聞き取り能力も同時に試す

ことができ、確実に身についたと思う。この日はハングルの文構成の仕組みや組み合

わせ、母音の発音などを教わった。午後から全羅南道庁舎訪問に向かった。庁舎では

全羅南道の歴史や街の移り変わり、「電柱がない」「看板がない」「垣根がない」の「3

ない」など、木浦についてますます関心を持つようなお話をされた。庁舎には展望台

や VR体験ができる場所もあり、初めての体験をたくさんすることができた。全羅南

道と高知県の友好のしるしとなっている梅の木についてもお話をしていただき、木浦

と高知県の交友の歴史があることを改めて感じることができた。全羅南道庁舎訪問の

後、ロッテマートで買い物の時間を作っていただき、お土産を探すことはもちろん、

韓国語を活用する機会だった。買い物をするときに必要なコミュニケーションを、自

分が知っている韓国語を使ってどれだけ話せるか考えて実践できる時間だった。夕食

は全羅南道の市長さんのご厚意でカルビのお店に連れて行っていただき、通訳の方を



交えながらだったが、たくさんお話をすることができた。 

以上が 2日目の活動報告である。 

3日目も 2日目同様に朝ご飯を食べ、授業へと向かった。新しい単語を学んだり、

発音を重点的に教えてもらった。グループに分かれて授業をおこなっていて、各テー

ブルに韓国学生が 1人ずつついていてくれた。韓国の学生はみんな日本語が上手で、

授業でわからないことがあった時や、発音練習をするときなどたくさんのことを教え

てくれたのでとても助かった。お昼休みは韓国で定番出前のジャン麺を食べた。その

あと大学近くのカフェにいき、みんなで楽しく会話をした。韓国の学生の授業の間の

休みやお昼休みの時間の使い方を知ることができた。午後から最後の韓国語授業が行

われた。午後からの授業ではパッチムといった少し複雑なハングルの勉強をした後、

それぞれの名前が書かれた紙に 1人に一言ずつメッセージを書きあう時間が設けら

れ、習ったハングルを使う機会にもなったし、お互いの中を深めることにもつながっ

たと思う。授業が終わった後、オ先生から文字の書かれた紙袋がプレゼントされた。

紙袋のプレゼントには、夢や希望が詰まっておりそれが叶うようにという意味が込め

られていると教えてもらい、とても感動した。授業の後は韓国学生に大学を案内して

もらった。大学の敷地が広すぎてとても驚いた。そのあと夕食のチヂミを食べに行っ

た。夕食に何かの虫の幼虫などが出てきて少し動揺したが、実際に韓国の食文化に触

れられてとても楽しかった。そのあとみんなで韓国のカラオケに行った。日本とは違

い、一曲 500ウォンで歌えるというもので驚いた。日本の曲もたくさんあり、韓国の

学生ともこの時にたくさん話すことができ、とても楽しい時間を過ごすことができ

た。 

以上が 3日目の活動報告である。 

4日目の午前中は韓国の伝統を学びに霊岩農業博物館を訪れた。そこでまず、韓国

の伝統衣装の韓服の着用体験をおこなった。韓国の時代劇ドラマで見たことのある衣

装を実際に着ることができ、とても楽しかった。役職ごとに衣装も異なり、様々なも

のを体験することができた。お昼には韓国伝統料理のトッカルビを作る体験をした。

ハンバーグと少し似ており、とてもおいしく作ることができた。そのあとは資料館を

見学し、韓国の昔の暮らし方などを学んだ。午後からは場所を移し、韓紙工芸とオラ

ンダお菓子作り体験をおこなった。韓紙工芸では、韓紙を使って手鏡をつくった。手

鏡の模様は、伝統的な韓紙の模様であるということを教えてもらった。また、オラン

ダというお菓子作りも体験し、初めて食べるお菓子だったが、とてもおいしかった。

この日は木浦大学に戻り、夕食も各自でとることになった。私たちはカフェに行った

りカラオケに行ったりして木浦大学の周辺を探索した。 

以上が 4日目の活動報告である。 

5日目は朝ご飯も各自で食べることになっており、お昼の集合だった。お昼は木浦

大学の学食を食べに行った。学食はバイキングのようなシステムで、ここでも日本と



の違いに驚いた。午後からはユダル山という場所を訪れた。ユダル山では豊臣秀吉が

仕掛けた朝鮮戦争の時に、木浦を守った方法などを教えてもらい、日本の歴史の背景

を韓国側で聞くことがとても新鮮だった。そのあとに共生園へ訪問した。私たちは事

前学習で共生園を守り続けてきた高知出身の田内千鶴子さんのことについて愛の黙示

録という映画を鑑賞し、学んでいた場所だったので、実際に訪れることができとても

嬉しかった。共生園の子どもたちに日本から持ってきたお菓子を手渡すと、とても喜

んでくれた。その日の夕食では、この日合流した韓国学生ともたくさん話をすること

ができた時間だった。 

以上が 5日目の活動報告である。 

6日目の午前中は韓国の文化の特別講義を受講した。韓国と日本の政治と文化の講

義で、自分が知らなかった政治の違いやネット文化の違い、キャッシュレスの定着率

の違いなど、詳しく知ることができてとても面白かった。韓国で主流となっているウ

ェブ漫画の webtoonというサイトを教えてもらい、韓国のウェブの流行などを知るこ

とができた。午後からはタクシーで市街地に出てバラの道というお店が立ち並ぶ場所

に行ってたくさん買い物をした。夕食は学生たちだけでチキンを食べに行き、学生間

の交流をより深めることができた。韓国の大学の授業のことや日本の大学のこと、

様々な違いなどをお互いに教えあって、とてもためになる話もたくさんすることがで

き、あと少ししか韓国にいることができないことをとてもさみしく思った。 

以上が６日目の活動報告である。 

７日目の朝、アーモンド食堂で最後の朝ご飯を食べた後、光州地域に向かい、国立

アジア文化殿堂の見学をした。国立アジア文化殿堂には、韓国、日本を始め、アジア

の各諸国に関する資料や文化、建築物、書庫、映像などが展示してあり、アジア全体

の文化に触れることができた。東京五輪の新国立競技場の最初の設計案だった方の建

築物の模型などもあり、たくさんのものを見て触れることができた。たくさんの文化

人たちがアジアの歴史を形成し、私たちの時代にも影響を与えていることを感じるこ

とができた。そのあとは動物と触れ合える動物園のような場所に行き、普段見られな

い動物などを見たり、蛇を首に巻いたり、なかなかできない体験をすることができ

た。最後のお昼はみんなでカルビのお店に行って、たくさん話をする貴重な時間とな

った。午後からはチームに分かれて光州の街を散策することになった。私は VR体験

をしに行った。韓国ではカラオケ店のような感じの VR体験ができるお店がたくさん

あった。日本ではなかなかできない体験でとても楽しかった。光州にはお店がたくさ

んあり、韓国の学生にお店を教えてもらいながら堪能することができた。木浦に帰っ

てからの夕食の席で、みんなで研修のことを振り返りながら楽しく食事をした。最後

の時間であることを感じるたび、寂しさが募ってきたが、韓国の学生の方々が日本に

帰っても連絡を取るということや、また会う約束をしてとても嬉しかった。最後にみ

んなでお礼を述べ、記念写真を撮ってお世話になった韓国の学生と別れを告げた。た



くさんのことをしてくれて、本当に感謝している。 

以上が７日目の活動報告である。 

８日目の朝は帰りの新幹線の時間のため、朝早くの集合だった。ノさんと韓国の学

生が朝早くにもかかわらずあいさつにきてくれて、メッセージを書いたお菓子をプレ

ゼントしてくれた。最後にお礼を伝えることができ、とても嬉しかった。また韓国、

そして木浦を必ず訪れたいと思った。ノさんたちに別れを告げ、木浦駅から龍山駅に

向かい、ソウル金浦空港を 12時 45分に飛び立ち、15時に羽田に到着し、18時 55分

羽田発の飛行機に乗り 20時 15分に高知龍馬空港に到着し、無事全員で 2019年度韓

国木浦大学短期研修の全プログラムを終了することができた。 

以上が 8日目、全日程の活動報告である。 

 

２）研修での学び・気づき 

研修を通して学んだことは実際に韓国を訪れないとわからなかった日本との違いや

韓国の伝統があるということである。私はもともと韓国に興味があり様々な文化や言

語、韓国の流行について日本にいるときにも自分で調べたりしていた。そこで知る情

報で日本と比較することがたくさんあった。しかし、実際韓国に行き、韓国の学生な

どに話を聞くと、韓国では K-POPよりも日本の曲がはやっていることや、ニュース報

道など、日本で報道されているものと違いがあったりして日本にいるときにはわから

なかったことがたくさんあるということを知り、情報の正確さなど、きちんと精査す

る必要があることを学んだ。また、韓国でも高齢化の問題や、虐待の増加で親とは一

緒に暮らすことができない子供たちがたくさんいるということを知り、日本の福祉事

情と似ていることがたくさんあることが分かり、韓国の取り組みと日本の福祉を比較

することができ、とても勉強になった。 

３）その他 

今回の研修ではたくさんの方々にお世話になった。韓国木浦大学の学生や教員の

方々はもちろん、訪問先の方々にもお世話になった。また、引率してくださった橋尾

先生をはじめ国際交流課の方々、そして研修を共にした高知県立大学の学生にとても

感謝している。本当に短い間でしたがありがとうございました。この短期研修で学ん

だことを今後の自分の生活に生かしていきたいと思う。 

４）研修先の写真 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 


